＜電通事件＞
　Aくんは、大学卒業後，大手広告代理店に入社し，ラジオ関係の部署に配属されました。
＞
毎日を一生懸命がんばっていました。
あー，忙しい忙しい，配属当初から，残業も多いなぁ。
＞
Ａ君の会社では，残業時間について，「自己申告制」がとられていました。
＞
Ａ君は，業務のために徹夜をすることもありましたが，残業時間の申告は，少な目にしていました。
＞
上司のＢさんは，Ａ君の上司です。
＞
うーん，Ａ君の残業時間の申告時間をみると，実際の残業時間よりもこれは少なく申告しているだろうなぁ。
上司のＢさんは，Ａ君が，申告している残業時間よりも，実際にはもっと長く残業していることを，知っていました。

しかし，上司のＢさんは，Ａ君に対し，
＞
Ａ君，業務は所定の期限までに，しっかりやってくれよ，そして，しっかりと帰宅して睡眠をとり，それで業務が終わらないのであれば翌朝早く出勤して業務をするようにね。

上司のＢさんは，こういった指導をしていました。
＞
あー，仕事が終わらないよ。大変だ。なかなか満足に睡眠も取れないし，もう疲労困憊だよ。いったいどうしたらいいんだろ。いつまでこれが続くのかなぁ。

　上司のＢさんは，こういったＡ君の状態にも気づいていました。
＞
　その後，Ａ君はうつ病に罹患してしまいました。
＞
　その後，Ａ君は，がんばって仕事を続けていたところ，出張を伴う業務がありました。がんばりやのＡ君は，なんとかがんばってその業務をこなし，やりとげました。
＞
そして，午前６時頃に，帰宅しました。その後，
＞
　残念ながら，午前１０時ころ，お風呂場で自死していることが発見されました。
＞
　この事実関係について，Ａ君の両親は，Ａ君の使用者である勤務先の会社に対し，約２億２２６０万円の損害賠償を求め，
＞
民事訴訟を提起しました。
＞
　第１審の東京地方裁判所は，結論として，勤務先に対し，
＞
約１億２５８８万円の支払いを，命じました。
　これに対して，控訴がなされ，
＞
東京高等裁判所では，
＞
過失相殺が認められました。その結果，
＞
３割減の約８９１１万円の支払いが命じられました。
＞
　さらに，上告がなされ，最高裁判所に持ち込まれました。
＞
　最高裁では，過失相殺はすべきではないと判断されました。そして，
＞
東京高等裁判所で審理をし直しなさいという，差し戻し，という判断がなされました。
＞
　そのため，再度，東京高等裁判所で判断されることになりました。
＞
そして，その東京高等裁判所で審理を行っている中で，和解が成立しました。
＞
[bookmark: _GoBack]結論として，勤務先は，Ａ君の両親に対して，１億６８００万円を支払うことで和解が成立しました。
